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廃 材 の 用 途
フィリピンにおける廃材の用途について,先述のF･D･Virtuciol)がまとめているが,整理しなおすと第
2表のような結果となる｡考えられるような範囲で,実に多くの用途を挙げているが,その多くは小規模で
第 1表 チ ッ プ 転 用 廃 材 (1975)
計
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第4表 フタバガキ科原木の蓄積量と蓄積率 (G社資料)
樹 種 1 北 区 5 南
マ ヤ ピ ス
レ ッ ド ラ ワ ン
ア ー モ ン
ア ピ ト ン
ホ ワイ トラ ワ ン
バ ク チ カ ン









100 % 岳 100 %
?
蓄 積 量* E 123 m3/ha i 121 m3/ha
*この数字は欠損率修正後のものである




















タ ン ギ ー ル
レッドラ ワン
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写真4 現 住 民 に よ る 剥 皮















写貫7 崩壊した炉壁 (タクマ (秩)提供)
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K201COO-MgOIAI203-SiO2-CO2-H20
H20






第3図 水 分 の 影 響 (七成分系)
試 料 木 の 灰 分 分 析
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